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「みんなのためにちきゅうをまもろう」 

松江市立津田小学校 １年 領家 千咲 

 

 ゴミ問題についての素朴な疑問から、自ら宍道湖と古浦海水浴場のゴミを拾い、分別し

て調査を行い、結果から気づきを得て、どう課題解決するかをまとめた素晴らしい作品で

す。 

グラフを大きく書くことで、伝えたいメッセージが表現されています。 

  

○第１部 特選  



 

 

「１番はどの羽根？ペットボトルで風力発電」 

島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程 ４年 大西 波瑠 

 

 ペットボトルを使った風力発電について、自ら９種類の羽根を作り、角度など実験条件を

変えて発電量を検証し、丁寧に分析された高く評価できる作品です。 

 小学校での学びの延長を感じ、見た目のデザインにもこだわった作品です。 

 

 

  

○第２部 特選  



 

  

 

「稲作の未来のために課題に向き合う」 

松江市立法吉小学校 ５年 青山 陽 

 

最近話題の米問題をテーマに稲作に従事する祖父の話から危機感を３つの視点でデータ

収集し、取り組むべき対応についてよくまとめています。 

稲穂や猪のイラストが添えられ、難しいテーマを親しみやすく表現した作品です。 

 

 

 

 

 

○第３部 特選  



 

 

 

「あなたはどう考える？塾の必要性」 

島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程 ３年 広瀬 夏鈴 

 

中学生ならではの身近なテーマを題材に、実際の利用状況等を調査し、塾のあり方や必要

性を分析し、作者の思いが感じられるメッセージ性の高い作品です。 

多くの情報を矢印で見やすく工夫し、丁寧にまとめあげています。 

 

 

 

 

 

○第４部 特選  



 

 

 

「島根県の食品製造業の生産性について」 

松江市立第一中学校 ２年 山本 隼輝 

 

食品の写真を３か所に配置し、見た目も工夫した作品です。 

隣県や全国と比較することで食品製造業の実情や課題を明確にし、統計分析を丁寧に行

い、深く考察された評価のできる作品です。 

 

 

 

 

 

○第５部 特選  



 

 

 

「電気代を安くすることはできるのか」 

島根県立松江南高等学校 １年 原 壮良 

 

圧倒的なビジュアルと完成度の高さに目を奪われるような作品です。 

膨大な資料を様々な視点から分析し、再生可能エネルギー導入の現状や課題を浮き彫り

にし、「電気の地産地消」の提案に導く素晴らしい作品です。 

 

○第６部 特選  


